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ら
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ち
ょ
う
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め
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切
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す
ぐ
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ど
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分
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と
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ア
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あ
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ん
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と
も
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す
。
子
ど
も
を
守
る

大
切
な
提
案
だ
な
と
思
い
ま
す
。
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①健康増進センター・ヘルスピア２１の廃止はやめよ！

山科では〈ラクトスポーツ
プラザ〉の再開が求めら

れていますが、いっぽうで、南
区では〈健康増進センターヘル
スピア 21〉を廃止することが
提案されています。
　プール、ジム、運動教室など
充実した施設、低廉な利用料金、
障害のある方にも利用しやす
く、多くの方が利用できる市民
の公共施設は、一度作られたら
簡単に休止できない、廃止でき
ない市民の具体的権利です。こ
れを皮切りきに公共の役割後退
が一気に進みかねません。
　山科でも、他の地域も、他人
ごとではないと思います。ヘル

スピア 21を廃止するな！　とすでに 5000 近くの署名が集
まっているそうです。私たちも声をあげましょう！

②ポイント還元の乗継割引は市民サービスの後退！

昨年10月に廃止されたトラフィカ京カード、1日乗車
券の値上げなど、公共交通にかかわる市バス地下鉄の

市民サービスの後退が進められてきました。それに代わる
サービス、とうたわれた乗継割引のポイント還元。他にも
公共交通にかかわるデジタル化の補正予算が京都市交通局
に 3億 3200 万円、民間バス事業者に 1億 1400 万円で、
提案されました。
　この点、乗継割引ポイント還元が適用されるのは
ICOCA、PiTaPa の IC カード利用者のみで、かつカード番
号の登録手続きをした人。さらに 1ヵ月 3600 円以上乗車

した人に、翌月乗継割引相当分のポイント還元をするもの
です。利用者の率で言うと 3600 円以上の利用は 5割程度
という想定ですが、そもそも乗り継ぎ利用は全体の 5％で
すから、結果的に 2.5％の利用にしか恩恵はありません。こ
れでは利用者増にもつながらない！
　一方、民間公共交通事業者さんはコスト負担も厳しいと、
補助金を受ける事業者は 8社中、京都バスとＪＲ西日本バ
スの 2社だけというではありませんか。市民の足を守るた
めには、減便や路線廃止、廃業の危機に立たされている公
共交通事業者への減収補てんこそ必要だと問題点を訴えし
ました。

③コロナ禍で高齢者の入院制限になりはしないか？

コロナ対策について、【高齢者・障害者施設内療養者に
対する往診体制の強化や治療等に対する協力金の支

給】に 2億 5500 万円の補正予算が提案されました。第６
波の前には原則入院の方針を掲げて 900 床の一般病床を増
床していましたが、一般病床もひっ迫する事態に。国が医
療機関のベッド数に限りがあるとして、施設療養者への医
療供給体制をとるよう指示したのを受けて、施設内の高齢
者・障害者の状態に応じて必ずしも入院としないこと、本人・
家族が入院を希望していても入院基準を満たすかを入院コ
ントロールセンターが判断し、高齢者施設内での医療提供
もすすめていくと言います。
しかし、高齢者・障害者のコロナ感染者が病院から遠ざけ
られるのではないか？高齢者施設での医療の提供には、人
員や施設環境から限界があるのではないか、懸念されます。
必要な医療は医療機関で受けさせよと求めていきます。


